
ピクセル型二次元イメージ検出器（特許第5548892号）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構保有特許

本発明のピクセル型の二次元イメージ検出器は、重粒子線や中性子によって発生させられた蛍光が、入
射ピクセル以外へ漏洩することを低減させることによって、重粒子線や中性子の入射強度に関する二次
元画像を高精度に作成することができる。

技術的特長

本発明では、マトリクス状ピクセルを構成している格子状蛍光検出体の前面あるいは前面と背面の両面
に、半透明で薄い検出体シートを配置して重粒子線あるいは中性子のイメージ検出を行うようにすること
で、入射ピクセル以外への蛍光の漏洩を顕著に低減させることができる。

発明の効果

原子力分野、医療分野のみならず宇宙分野で活用される。

(1)原子力分野 （2）医療分野 （3）宇宙分野

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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実施例を【図１】に示す。

中性子検出媒体として、蛍光体としてZnS：Agを
用い、中性子コンバータとして10B203を用い焼結し
て作製した厚さ0.25ｍｍのZnS ／ 10B203中性子
検出シート（ ZnS ：AgとH3

10BO3の混合比が3：2）
を2枚用い、格子状蛍光検出体の前面と後面の
両面に配置し、熱中性子に対する検出効率を測
定した。同時計測時間を0.1μｓから3μｓまで変
化させて測定した検出効率の結果を【図２】に示
す。

その結果、同時計測時間1μｓの場合中性子検
出シートが前面のみの場合30％の検出効率が前
面と後面の両面に配置した場合48％に増加し、
1.6倍向上することが確認された。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．従来の方法では波長シフトファイバが面上に

配置されているため、大面積の二次元イメー

ジ検出器を構成するために手間がかかるとい

う欠点があった。

２．ピクセルの境界がないため、蛍光体シートか

ら放出される蛍光が散乱されて広がって、多く

の波長シフトファイバに入射するため、入射位

置のピクセル以外の周囲のピクセルに蛍光が

広がるという欠点があった。

従来の問題点

【図１】
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